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Abstract: Electrorheology denotes the control of a material’s rheological properties through an 
electric field. This change in microstructure is responsible for the alteration in the rheological 
properties of the colloid. The effect is reversible when the electric field is removed. Therefore, 
Electrorheological effect can be used to control the growth of 3D photonic crystal in microgravity 
environment. On the other hand, study on the behavior of the colloid under electric field in 
microgravity condition would be valuable in resolving the puzzle and help to uncover the intrinsic 
ER effec.  
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【目的】 
本本研究班は、微小重力環境を利用して、光学

材料、磁性材料、誘電材料、伝導材料、光電変換

材料、熱電変換材料などの革新的な機能材料を創

製することを目標として、国内外の研究者と共同

研究、情報交換を実施するものであり、最終的に

は ISS 等を利用した宇宙実験の共同提案を目指し

ている。 
本研究班では平成１７年度の設立以来、国内外

の各材料研究分野の実験者と理論者の研究交流を

基に、幾つかの研究テーマを考案してきた。特に、

宇宙空間の無容器・無対流・無沈殿等の特徴を利

用した高品質の三次元フォトニック結晶成長及び

高機能光学素子の開発は、極めて有望なテーマと

考えられ、提案準備を進めている。 
【本年度の実験活動】 
１．高屈折率新規ガラスの物性と構造の解明 
JAXA の余野建定、東大の増野敦信、広島大学

の黒岩芳弘及び高輝度光科学研究センター小原真

司により高屈折率の球状ガラスの作製と物性研究

を行った。 
無容器法を用いて強誘電体 BaTi2O5 を母材料と

したバルクガラスを合成した。ネットワーク形成

物質を添加せずに合成された強誘電体バルクガラ

スとして初めて成功した。 
このガラスは結晶化温度において、一千万以上
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